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油谷港唐崎地区防波堤整備事業



港湾事業の再評価項目調書 
 
 事業名（箇所名） 防波堤整備事業（油谷港 唐崎地区） 

 実 施 箇 所 山口県長門市 

 該 当 基 準 再評価実施後一定期間（５年間）を経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元 防波堤（北）、防波堤（西） 

 事 業 期 間 事業採択  平成２年度  完了 令和9年度 

 総 事 業 費 ( 億 円 ) 83  残 事 業 費 ( 億 円 ) 38 

 目 的 ・ 必 要 性 荒天時において航行船舶の避難に必要な静穏水域を確保し、安全性及び信頼性の向
上に寄与する。 

 便 益 の 主 な 根 拠 海難減少に伴う損失の回避（避難隻数5隻） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

基準年度  平成28年度 

 B：総便益 
   (億円) 

2,25１ 
 Ｃ：総費用 
   (億円) 

104  全体Ｂ／Ｃ 21.7 

 B－Ｃ 2,148  EIRR(％) 13.6  

 残事業の投資効率性  B：総便益 
   (億円) 

2,251 
 Ｃ：総費用 
   (億円) 

26  継続Ｂ／Ｃ 85.9 

 感 度 分 析                 事業全体のＢ/Ｃ  残事業のＢ/Ｃ 
需  要（-10％～+10％）  （19.5～23.8）  （77.3～94.4） 
建 設 費（+10％～-10％）   （21.1～22.2）  （78.1～95.4） 
建設期間（+10％～-10％）  （21.4～22.2）  （85.2～86.4） 

 事 業 の 効 果 等 当該事業を実施することにより、船舶の避難に必要な静穏水域が確保でき、海難事
故等の損失の回避が図られる。 

 社会情勢等の変化 油谷港周辺海域における海難事故発生件数は、近年ほぼ横ばいで推移しており、荒
天時における油谷港への避難の要請は高い。 

 主な事業の進捗状況 令和3年度末 事業進捗率54% 

 事業の進捗の見込み 早期に船舶の避泊に必要な水域を確保するため、整備の進捗に応じた段階供用を行
いつつ事業を推進する。 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

防波堤（西）の残事業整備に先立ち、最新の波浪データ等を用い、設計断面の再検
討を行った結果、断面の縮小化が可能となった。 

 対応方針（原案） 継続 

 対 応 方 針 理 由 十分な事業の投資効果が確認されたため。 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
油谷港沖を航行する船舶の安全で安定的な運航が可能となり、海上輸送の信頼性の
向上が期待される。 
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令和３年１１月
国土交通省 中国地方整備局

油谷港唐崎地区
防波堤整備事業 要点審議（再評価）
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1．今後の対応方針（原案） 油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業

①事業の必要性等の視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の投資効果
■全体事業（避泊隻数：5隻）
費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 21.7（事業全体） 85.9（残事業）※費用対効果分析にかかる項目はH28評価時点

３）事業の進捗状況
◇総 事 業 費 ： 83億円 （既投資額：45億円）
◇残 事 業 費 ： 38億円
◇事業進捗率 ： 54％ （令和3年度末）

②事業の進捗の見込み
◇令和９年度完了予定

【今後の対応方針（原案）】
◇上記（１）、（２）の各視点により、事業の投資効果が見込まれると判断できることから継続が妥当。
◇早期に船舶の避泊に必要な水域を確保するため、整備の進捗に応じた段階供用を行いつつ事業を推進する。

（１）再評価の視点

（２）港湾管理者への意見照会結果
◇対応方針 継続

◇大きな変化なし
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２．再評価の重点化・効率化判定票
項 目

判 定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境に変化がない 前回評価以降、大きな社会経済情勢の変化はない
変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の変化 増加なし
10％以内
増加

10％超え

事業費の増加
全体事業費：76億円（2016〈H28〉評価時） → 83億円（今回評価時）
9.6％増加で１０％以内であることから大きな変化は無い

□ ■ □

事業期間の延長
1990〈平成2年〉～2024〈令和6年〉（35年：2016〈H28〉評価時） → 1990〈平成2年〉～
2027〈令和9年〉（38年：今回評価時）
9.0％延長で１０％以内であることから大きな変化は無い

□ ■ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない 判断根拠[Ｂ／Ｃの算定方法に変更がない]
変更なし
■

変更あり
□

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内） 避泊需要17隻／回（2016〈H28〉評価時） → 17隻／回（今回評価時） 変化なし
10％以下
■

10％超え
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に対して費用対効果分析に要する費用
が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値
が基準値を上回っている

直近3カ年（H31～R3）の平均事業費は138（百万円）であり、費用対効果分析に要す
る費用は6.2（百万円）であることから、事業費に対して費用対効果分析に要する費用
が大きい 4.5％ ≧ 準値（1.0％）
前回評価時の感度分析下位ケース 19.5 ≧ 基準値（1.0）

満足している
■

満足していない
□

前回評価で費用対効果分析を省略していない 前回評価で費用対効果分析を実施。
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） なし －

判定案：事業進捗等に大きな変更がない事業
以上より、費用対効果分析を実施しないものとする

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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油谷港

・山口県北部から島根県西部にかけて、小型船が避難出来る場所が少ない。
・油谷港は、北方は約10㎞の向津具半島に囲まれ、天然の良港を形成。
・昭和29年に小型船舶の避難港として指定。

油谷港の概要

向津具半島

油谷湾（油谷港）

日本海

事業位置

日本海

防波堤
（北）

防波堤
（西）

唐崎地区

３．油谷港の概要と事業位置図

位置図

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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・油谷港の周辺海域には、小型船舶である100～3,000GT級内航船が年間約37,000隻航行している。
・油谷港には、年間約70隻の避難船が入港している。

油谷港周辺を航行する船舶の状況

４．周辺海域の航行状況

出典：港湾統計年報より

油谷港周辺海域
断面交通量

約37,000隻/年

※矢印は、油谷港周辺海域を航行するルートを
イメージしたもの

※油谷港周辺海域の断面交通量は、「港湾統計年報
流動表（国土交通省）をもとに算定 荒天時における避難状況（平成30年8月23日）

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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・油谷港周辺海域において、年間42件（令和元年実績）の
海難事故が発生している。

課題１：海難の発生

・油谷港では、多くの避泊需要があり、既存避泊可能水域
の9隻に対して、避泊水域が不足している状況である。

・油谷港周辺海域を航行する小型船が、安全に避泊
できる水域を確保するため、防波堤を整備する。

事業の目的

江島

手長島
泊埼

久津漁港

大浦漁港
久原漁港

掛淵漁港

伊上漁港

0 1,000500 2,000m

凡　例

100～500GT

漁港区域

500～1,000GT

1,000～3,000GT

100～500GT(新規)

魚場・浅瀬が存在するた
め避泊不可

既存避泊可能水域：9隻

整備区域：5隻

避泊限界波高を越え
ている為、避泊への安
全が保障できない。

冬期の荒天時や
台風時に避難する

（船社）

荒天時は避難船が多く
避泊エリアが足りていない

（漁業者）

出典：海難審判所 海難審判より

課題２：避難泊地の不足

47 51
41

32
42

0

10

20

30

40

50

60

H27 H28 H29 H30 R1

油谷港周辺海域海難発生件数
（件）

５．油谷港の課題と事業の目的・概要

出典：令和2年度2月漁船海難月報
（第七管区海上保安本部）

日本海側は特に避難
港が限られている為、
錨泊できる避難港は

貴重（船社）

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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・避難港※の整備により、小型船が荒天時に安全な避泊※をすることが可能と
なる
※避難港 ・・・ 暴風雨に際し、小型船舶が避難のため停泊することを主目的とする港湾。

（港湾法第2条第9項）
※避泊 ・・・ 避難のために停泊すること

避難港の必要性

避難港が無い場合

海難の危険性がある

隣接港 隣接港

避難する場所が無い

避難港が整備された場合

荒天時に避泊することが可能となる

隣接港 隣接港

避難港

防波堤

避泊

避泊

全国避難港位置図

６．避難港整備の必要性 油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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事業の概要と進捗状況

・平成２年度に事業着手
防波堤（北）1,200m
防波堤（西）400m

・令和3年度末の進捗率
全 体 54％

・残事業の完了予定
全 体 令和9年度完了予定

波や風などの外力に対して、錨（アンカー）の把駐力と
錨鎖（アンカーチェーン）の摩擦力で船舶を安定させる

船体の働く外力＜錨の把駐力＋錨鎖の摩擦力

水深が深いほど必要な水域が広くなる

錨泊イメージ図

船体に働く外力（風や波など）

錨鎖の摩擦力錨の把駐力

７．事業の概要と進捗状況

防波堤（北） L=1,200m

防波堤（西）
L=400m

避泊円

事業概要 現況写真（令和３年８月３０日）

荒天時における避泊 イメージ図

【双錨泊】
避泊円の半径(m)：Loa＋4.5D
Loa：対象船舶の全長(m),D：水深(m)

避泊円の半径

避泊円

平均

水深

7.08m

平均

水深

7.78m

平均

水深

5.55m

平均

水深

7.93m

平均

水深

5.63m

凡例
令和3年度迄施工
令和4年度以降施工

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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防波堤を整備することにより、油谷港周辺海域を航行する船舶の荒天時における避難泊地の確保が可
能となり、海難に伴う損失を回避できる。

海難の減少に伴う損失の回避額を便益として計上荒天時に航行船舶が安全に避難できず、海難が発生

荒
天
予
測

回
避
可
能

避
難
可
能 海難の回避

可 可

不可

不可

海難のリスク
　①船舶損傷に伴う損害
　②船舶修繕期間中の損失
　③人的損失
　④積荷損失
　⑤事故船処理に伴う損失
　⑥流出油による海洋環境汚染に伴う損失

海
難
発
生

８．事業の効果 ： 海難減少に伴う損失回避便益
油谷港 唐崎地区

防波堤整備事業
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■海難減少に伴う損失の回避

・年間荒天回数 ： 13.7回／年（日本海海域）※ ・・・・（Ａ）

・発生確率を考慮した１船あたりの損失額

：203.8百万円／隻 〔100～500GT，日本海海域〕※ ・・・ （Ｂ）

新規避泊水域確保による
海難減少に伴う損失の回避額

139.6億円／年
※損失の回避額は、（Ａ）×（Ｂ）×避難泊地の確保隻数(N) で算定。

（13.7回／年×203.8百万円／隻×5隻）

９．事業の効果 ： 海難減少に伴う損失回避便益

※年間荒天回数は当該避難港の海域において年間あたりに
海難が生じる可能性のある荒天が発生する回数
(港湾投資の評価に関する解説書2011 日本海海域13.7回/年)

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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本事業の実施により、油谷港沖を航行する船舶の安全で安定的な運航が可能となり、海上輸送の信頼性
向上が期待される。

◎避難港が整備されれば、荒天時にその周辺まで船を進められるので、内航船の定時性の向上に
有意義である。

◎荒天が予想される場合には、あらかじめ避難港への避泊を想定して運航計画を立てられる。

○輸送の信頼性向上

荒天が予想される場合には、
油谷港への避泊を想定した運

航計画を立てられる。
（船社）

一定距離に避難港が配置されて
いることで避難計画が立てやすい。

（船社）

10．事業の効果

※貨幣換算しない定性的効果

○船舶の避難に必要な水域の確保
防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策 （令和２年１２月閣議決定）抜粋

交通ネットワーク・ライフラインを維持し、国民経済・生活を支えるための対策

・港湾の耐災害性強化対策（地震対策、高潮・高波対策、走錨対策及び埋塞対策）
・走錨事故等防止対策

港湾における船舶の避難に必要な水域を確保し、来襲する台風から海上交通ネットワークを守る。

油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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事項 前回評価
（H28再評価)

今回評価
(R3再評価)

備考
（前回評価時からの変更点）

事業諸元 防波堤(北) 1,200m
防波堤(西) 400m

防波堤(北) 1,200m
防波堤(西) 400m 変更なし

事業期間 平成2年度～
令和6年度

平成2年度～
令和9年度 整備工程の見直しのため

避泊隻数 5隻 5隻 変更なし

総事業費 76億円 83億円 捨石堤の主材料である石材単価
の高騰

総費用（C) 104億円 －

総便益（B) 2,252億円 －

費用便益比
（B/C） 21.7 －

11．前回評価時との比較 油谷港 唐崎地区
防波堤整備事業
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油谷港唐崎地区防波堤整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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